
　明けましておめでとうございます。構成産別の組合員ならびにご家族の皆様におかれましては、健やかに新春をお
迎えのこととお慶び申し上げます。
　地球温暖化の影響でしょうか、近年は毎年のように台風や豪雨による大規模な自然災害が全国各地で発生して
います。昨年、ついにはこの佐賀においても豪雨による災害が発生してしまいました。家屋や自動車、農作物等をは
じめ旅館等のキャンセルも相次ぐなど、大きな被害となってしまいましたが、何よりも亡くなられた方や未だ行方不明
となられている方が出てしまったことが残念でなりません。
　昨今の異常気象による自然災害は、日本のみならず世界規模で多発しており、世界的な気候変動による海水温や
海面の上昇による影響が強いと言われています。
　ともなれば、今後、この異常気象による災害はますます増え続けていくことが予想され、これまでの延長線上の災
害対応では対応仕切れない状況になることが懸念されます。いつ発生するかわかない自然災害に対し、私たちはど
う向き合っていくのか、どうやって自らの命や家族の命、そして生活や暮らしを守っていくのか、備えというものを日
常の生活の中において常に意識しておくことが重要だと考えるところです。
　この気候変動を含め、現在、日本はあらゆる分野において時代の節目を迎えているのではと思っています。
　ひとつは、これまで経験したことのない超少子高齢化社会の到来による、人口そして生産年齢人口の急激な減少
です。現在すでに企業における人材不足は深刻な状況にあると言われており人材の確保が、いま最も重要な課題で
あると言われていますが、この状況はこれから、さらに加速度的に厳しくなっていきます。
　もうひとつは、本年より通信が順次４Gから５Gへ移行していき、これによりいよいよIOT、ビッグデータ、AI時代
が本格的に到来します。第４次産業革命がおこることになり、私たちの生活は一変し、また働き方がこれまでの概
念からかけ離れた働き方に変化していくと言わ
れています。私たちは、これらのイノベーション
や急激な人口減少により派生する課題に対し、
対処策などの今後の方針・方向性を見出してい
くことは、必要と思うところです。
　いずれにしましても、どのような時代になろう
とも安心して働き続け安心して暮らせる持続可
能な社会構築に向け、私たちはあらゆる取り組
みを推進していかなければならないと考えると
ころです。
　本年も連合佐賀の取り組みに対し、これまで
同様のご理解とご協力をお願いし、年頭の挨拶
と致します。本年もどうぞよろしくお願いいたし
ます。

2020新年のごあいさつ
日本労働組合総連合会　佐賀県連合会　会長

連合佐賀役職員一同
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井手　雅彦
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2020新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。連合運動に対する日頃のご指導・ご支援に心より御礼申し上げます。
　多くの困難や課題を乗り越えて連合が結成されてから30年が経過いたしました。この間、様々な成果をあげた一
方、格差の拡大や将来不安など、時代が変化する中で残された課題も少なくありません。さらに今後は、人口構造や
産業構造の変化、技術革新など、予測の難しい変化の波に対応していくことが求められます。
　働く者・生活者を取り巻く様々な課題を克服していくうえで、集団的労使関係の確立と拡大が何より重要であるこ
とを強調します。労働組合があってはじめて集団的労使関係が生まれ、働く者の主張が形を伴い、権利が保障さ
れ、生活が守られ、やりがいと希望をもって働き続けられる環境の整備につながるのです。
　長時間労働の是正や、適切な36協定の締結、「同一労働同一賃金」などの「働き方改革」は、職場で働く仲間の
声を反映するために、労使の徹底した話し合いによる諸制度の適切な運用・見直しを通じて、本当の意味で働く者
のための「働き方改革」とすることが不可欠です。短時間・有期・派遣等の雇用形態で働く仲間の処遇改善は、労働
組合の存在なくして改善は困難です。春季生活闘争については、これまで以上に「水準」を重視した取り組みを引き
継ぎつつ、「分配構造の転換につながり得る賃上げ」をめざし、「底上げ」「底支え」「格差是正」の取り組みを再定
義して、組織の内外に賃上げのうねりを広げ、社会全体のものとしていくことが重要です。また、働くかたちそのもの
が大きく多様化している今日、集団的労使関係の確立と拡大を社会の隅々まで広げ、いわゆる「曖昧な雇用」で働く
人も一緒に労働組合に集えるようにすることが重要です。
　すべての取り組みの土台は、労働組合、集団的労使関係の確立と拡大です。連合は、「1000万連合」実現への取
り組みを加速していくとともに、諸先輩方が培い積み重ねてきた志の重みを心に、これからの時代に相応しい「まも
る・つなぐ・創り出す」運動を力強く牽引してまいります。「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けて、すべての
働く者・生活者の先頭に立ち社会に広がりのある運動をともにつくりだしていこうではありませんか。

「私たちが未来を変える」

　本年も、連合に対する一層のご支援をお願いするとともに、皆様の益々のご健勝とご活躍を祈念いたします。

日本労働組合総連合会　会長

労働組合が不可欠
～集団的労使関係の確立・拡大で「私たちが未来を変える」～

神津 里季生
こう づ　  り　き　お
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　令和初めての新年を寿ぎ謹んでお祝いのご挨拶を申し上げます。
　皆様には一廉ならぬご支援を賜り心からお礼を申し上げます。
　昨年は、皆様のお力で自公政権に代わる大きな塊への第一歩を踏み出す事ができました。重ねてお礼を申し上げ
ます。
　全ての法律の基礎は人権にある。中でも働く権利の保障は、政治の最重要課題です。安心して働き、暮らし続け
る社会は、皆に等しく開かれた公正な社会です。しかし自民党政治で日本は経済成長するどころか衰退し、貧困と
格差が拡大しました。公益は私物化され税金は、一部のものの利権に使われています。文書は廃棄、改竄され与党
による国会審議拒否が常態化しています。その象徴的なものが総理主催「桜を見る会」です。私たちは、徹底的な
追及を通して正義を貫徹するとともに活力に満ちた日本を取り戻したいと考え行動して参りました。政権時も総務大
臣としても皆様に多大なるご支援を賜って参りました。現在、衆議院国対委員長として仕事をさせていただいており
ますが、より温かく明るい公正な社会の実現のためにこれからも全力を尽くす所存でございます。
　佐賀県においては、連合佐賀の皆様の温かいご支援のお陰を持ちまして私も日頃の政治活動を後顧の憂いなく
行わせていただいております。また国民民主党県連所属地方議員も各級選挙で1人も欠ける事なく活動をさせてい
ただいております。 　
　昨年は、災害に見舞われた一年でもございましたが皆様の熱いご支援のお陰で復旧、復興への道筋を描く事が
できており感謝でいっぱいです。これからも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　今年がより穏やかで実り多い年となりますようお祈りいたします。 皆様のご健勝とご発展を心からお祈りし新年の
ご挨拶とさせていただきます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

令和初めての新年を寿ぎ
謹んでお祝いのご挨拶を申し上げます

国民民主党佐賀県総支部連合会　代表　衆議院議員 原口　一博
はらぐち　 かずひろ

　明けましておめでとうございます。
　令和最初の新年を、連合佐賀に集う皆様と共に迎えることできること、大変有り難く存じます。
　令和の政局においては、安倍政権の長期一強独走の歪みがより一層明らかになってきています。
　昨秋の2閣僚の「政治とカネ」による辞任以降、本人達もそして任命権者の安倍総理自身も一言も語らず、国民に
対する説明責任を全く果たそうとはしません。
　加えて「桜を見る会」の問題においては、まさに税金の私物化。私たちの税金を安倍後援会の「接待」に使うこと
など断じて許されません。
　そもそも、憲政史上最長と言われる安倍政権の「アベノミクス」がもたらしたものは何だったのか。働く仲間にとっ
て最も重視される実質賃金は長らくマイナスのままです。賃金が伸びない中で、生活が、経済が改善するわけはあり
ません。労働分配率が極めて低いままの日本の状況を放置してきた、安倍政権の失政は看過できません。
　カジノ・IRがアベノミクスの成長戦略だと強弁していたのも、カネを受け取り逮捕者まで出る現状において、その
誤りは明らかです。
　今こそ、連合の皆さんと足並みを揃え政治の場で活動する私達は、このような長期政権のおごりと歪みを満載に
した安倍政権に代わる受け皿となるべく、ひとつの大きな塊を強固に作り出し、さらに力を高めていかなければなり
ません。
　政治決戦の年となるかもしれない今年。連合佐賀の皆さんとともに、真に「働くことを軸とする安心社会」を実現
する政治を目指して奮闘することをお誓いし、新年のご挨拶とさせて頂きます。

謹んで新年のお祝辞を申し上げます

立憲民主党佐賀県総支部連合会　代表　衆議院議員 大串　博志
おおぐし　  ひろ し
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　連合佐賀女性委員会は、12月7日（土）10時より佐賀市「ほほえ
み館」において、代議員・傍聴者合わせて58名の出席のもと「第
30回定期総会」を開催しました。
　開会にあたり、田中委員長（電機連合）は佐賀豪雨による被災
者へのお見舞いを述べ、災害により生活弱者や女性に影響が大き
く出てしまった状況にふれながら、復旧・復興への支援・協力を

呼びかけました。また、１年を振り返り大変
さより楽しさが上回る活動ができた。女性委
員会活動は、男女がともにイキイキと働き続けられる職場づくり、すべてのハラスメントのない
社会実現に向けた活動である。と労働組合・女性委員会の必要性を訴え、諸活動への参画・
参加、理解と協力を求め挨拶しました。
　総会では、2019年度活動報告が承認され、県中央メーデーチャリティーバザーとして女性
委員会が取り組んだ「あおぞら市」での売上金を「フードバンクさが」の干潟代表へ贈呈し、活
動への支援を要請する報告を受けました。

　議案として2020年度活動方針ならびに新役員が審議され、両議案ともに承認されました。
役員改選では20年ぶりとなる副事務局長の選任、また、多くの役員が継続就任し、留任8名・
新任3名の11名での新幹事会体制が確認されました。
　その後、「総会アピール」が採択され、閉会しました。
　2020年度の活動にあたっては、「働きがいのある人間らしい仕事の実現と女性の活躍推
進」に向け、女性のエンパワーメント（力をつけること）を高めることを基本に、学習会や産別
の枠を超えた交流・情報交換および女性リーダーの育成、また、男女がともに担う労働運動の
推進や男女平等政策の実現に向けた政治活動など、積極的に取り組んでいきます。

【退任役員】　前委員長　田中 朋美（電機連合）、前幹事　中村 直子（電機連合）

【2020年度新役員】

　総会後は、毎年企画している「講演会」を開催し、働き方改革関連法が順次施行されていることから、「女性が
働きやすい環境とは～働き方改革への取組とこれからの働き方～」をテーマに、佐賀労働局雇用環境・均等室の新
納室長を招き、学習しました。

働く女性がいつまでも輝き続けるために
女性委員会「第30回定期総会」「講演会」開催

※幹事：五十音順

役　職 氏　名 産　別 単　組 再 ／ 新

幹　　　　事
（7名）

石隈　由紀子

相島　　雅子

田中　　絢菜

城島　　麻子

東　　美紗都

江頭　　宏美

大坪　　昌子

澤中　三千代

成富　恵理奈

原　　ゆかり

諸岡　千紗子

新任（前幹事）

再　任

再　任

新　任

再　任

再　任

再　任

新　任

再　任

新　任

再　任

味 の 素 冷 凍 食 品 労 組

自 治 労 唐 津 市 職 労

九 電 ユ ニ オ ン

戸 上 電 機 労 組

佐 賀 県 職 連 合

佐 電 工 労 組

Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 佐 賀 県 支 部

Ｐ Ｃ Ｎ Ｓ Ｕ 労 組

九 州 労 金 労 組

Ｎ Ｔ Ｔ 労 組

Ｊ Ｐ 労 組

フ ー ド 連 合

自 治 労

電 力 総 連

電 機 連 合

自 治 労

電 力 総 連

Ｕ Ａ ゼ ン セ ン

電 機 連 合

全 労 金

情 報 労 連

Ｊ Ｐ 労 組

委 員 長

副 委 員 長

事 務 局 長

副事務局長

△田中 前委員長

△石隈 新委員長
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次代を担う青年リーダー育成と青年活動の活性化に向けて
青年委員会「第30回定期総会」開催

※副委員長、委員：五十音順

　連合佐賀青年委員会は、12月7日（土）14時より自治労会館にお
いて、総会構成員52名の出席のもと「第30回定期総会」を開催しま
した。
　開催にあたり、青年委員会を代表して挨拶を行った白谷委員長
（電機連合）は、2019年度の青年活動を振り返り、開催した２つの
イベントへの協力に対するお礼と、多くの方と交流のなかで感じた
「つながり」ということの大切さを述べました。
　総会では、2019年度の活動を総括し、議案として2020年度活動

方針ならびに2020年度役員が提案され、両議案とも承認されました。また、役員改選に伴い、新旧役員の紹介・挨
拶が行われ、山本新委員長より青年活動への引き続きの支援・協力を求めました。その後、総会アピールを採択し、
白谷前委員長のガンバロー三唱で閉会しました。
　2020年度の活動にあたっては、連合佐賀2020年度運動方針および青年委員会会則に定める目的と活動を踏ま
え、次世代を担う青年リーダーの育成や単組・産別の枠を超えた青年の交流・学習会、政治活動への理解促進・参
加等に取り組んでいきます。また、構成組織・地域協議会の
青年組織・青年組合員との連携に努めていきます。
　次世代を担う青年リーダーの育成は、労働組合として、連
合・産別・単組として重要な運動の一つです。青年活動の活
性化に向け、各機関・組織の位置づけと役割を確認しなが
ら諸活動を展開していきますので、引き続きのご支援ご協力
をお願いします。

【退任役員】
　前委員長　白谷 樹也（電機連合）、前副委員長　古庄 大樹（自治労）
　前事務局長　山下 恭之介（電力総連）
　前委員　笠原 浩位（自動車総連）、竹島裕隆（運輸労連）、西田 知史（全水道）

【2020年度役員体制】

役　職 氏　名 産　別 単　組 再 ／ 新

幹　　　　事
（7名）

山本　　凌平

福岡　　芳紀

諸石　　繁輝

今村　　圭吾

市川　　太平

赤木　　孝光

一ノ瀬　眞嗣

倉持　　佳和

佐藤　健志朗

千北　　一馬

福田　　俊仁

山瀧　　諒太

新　任

新　任

新　任

新　任

新　任

再　任

新　任

新　任

新　任

新　任

新　任

再　任

ニ シ ム 電 子 工 業 労 組

Ｎ Ｔ Ｔ 労 組

戸 上 電 機 労 組

神 埼 市 職 労

Ｊ Ｐ 労 組

伊 藤 ハ ム ウ エ ス ト 労 組

嬉 野 市 職 労

佐 賀 水 道 労 組

西 日 本 プ ラ ン ト 工 業 労 組

Ｊ Ｒ 九 州 労 組

全 日 通 労 組

王 子 マ テ リ ア 労 組

電 力 総 連

情 報 労 連

電 機 連 合

自 治 労

Ｊ Ｐ 労 組

フ ー ド 連 合

自 治 労

全 水 道

電 力 総 連

Ｊ Ｒ 連 合

運 輸 労 連

紙 パ 連 合

委 員 長

事 務 局 長

事務局次長

副 委 員 長
（2名）
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▽定期船「そよかぜ」

△防波堤・電気・水道　竣工記念

△ハングル文字のゴミが
打ち寄せる北側外海岸

　11月23日（土）自治労会館大会議室にてワークルール検定が実施さ
れました。
　連合は、ワークルール普及の観点から、ワークルール検定の取り組みを
進めています。
　佐賀会場での2019年・秋の検定では、各産別からの受検者と一般の受検者、16名が挑戦しました。
　受検のための講義を1時間受講し、その後45分間の検定を受検しました。
　結果については、70％・14問正解以上が合格となり、12月16日の午前10時にワークルール検定公式ホームページ
に受検番号が掲示されました。来年秋には全国一斉に開催される予定です。

ワークルール検定2019・秋（初級）実施！

　11月26日（火）「現地視察」を実施し、政策委員をはじめ執行委員および
地協役員ならびに議員懇・退職者連合を含めた19名参加のもと、離島への現
地視察を唐津市呼子町小川島区の協力を得て行いました。
　連合は毎年、労働者団体としての「政策・制度要求」を佐賀県や市・町に対
して行っています。その取り組みの強化・充実を期して、昨年に引き続き、地方自治体および行政自治会への視察と
して実施しました。
　今回の視察目的は、「少子高齢化・人口減少が最も進んでいる県内離島における地域自治崩壊危機の現状およ
び島民・島世帯減少による島荒廃の現状を視察し、地域産業活性化をはじめ地域存続に向けた取り組みを学ぶ」
ことにしました。
　渡船場へ向かうバス車中において、小川島概要と佐賀県や唐津市が策定し
ている「離島振興計画」や「佐賀県の離島～からつの七つの島～」紹介サイ
ト、「島留学」、「島恋～婚活イベント」などの取り組みを紹介しました。
　初冬での向かい風により大きく揺れる渡船を降り、現地到着後は、小川島区
の渡辺区長より案内を受けました。
　かつて繁栄した捕鯨施設跡や小中学校、島北側外海に面した海岸、鯨見
張り所など、唐津市呼子交流促進施設であり宿泊研修施設を備えた滞在型
農園施設でもある「めぐりあいらんどおがわ」まで、徒歩により視察しました。
　昼食後は、「小川島の現状と島おこし」と題して、小川島の渡辺保晴区長より島の現状・課題をはじめ7つの島で
つくる「離島活性化協議会」での活動などの講話を受け、意見交換しました。
　参加者からは、①島民の航路利用に対する補助、②医療・介護・福祉の状況、③観光・レジャーとしての来島者、
④空き家対策、⑤島留学と移住など、熱心に質問や意見が出され有意義な意見交換が行われました。
　この視察を通じ、政策委員会としては、今後の政策・制度実現に向けた「自治体への要求事項」に関連した地域
自治維持の厳しい現状を目のあたりにすることとなりました。
　後継者も少なく高齢となっても、離島で頑張っておられる姿を確認ができたことを今後の自治体への提言時の糧
にしたいと考えています。

連合佐賀政策委員会「2019現地視察」で学ぶ

△下水道完備△小学校／全児童4人△渡辺区長より講話
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　佐賀県退職者連合（略称：佐賀退連）は、11月20日（水）10
時より佐賀市内ホテルにて、第26回定期総会および結成25周
年記念レセプションを開催しました。
　今総会では、2019年度の活動を総括し、議案として2020年
度活動方針ならびに会計予算について議論が行われ、両議案と
も承認されました。
　「安心・安全・信頼の社会保障制度の確立で、生き生きと安
心して暮らせる社会にしよう！」をスローガンに、組織を強化し
主体的力量を高め、会員7,000人の総力をあげて運動を前進さ
せることを確認する「総会アピール」が採択され、閉会しまし
た。
　総会後は、「結成25周年記念レセプション」が開催され、生バンドとフラダンスも飛び出し、現職時代の苦労話や

現況について賑やかに交流が持
たれ、結成25年を迎えた2020
年度、18名の役員による石田会
長（ＮＴＴ退職者の会）2期目
がスタートしました。

生き生きと安心して暮らせる社会をめざして
佐賀県退職者連合「第26回定期総会」「結成25周年記念レセプション」開催

会員議員「災害対応施策」研修
議員懇2019冬季研修会開催

　連合佐賀議員懇談会（略称：議員懇）は、11月30日（土）10時よ
り、佐賀市内ホテルにおいて、会員議員を対象に連合佐賀執行委員・
政策委員ならびに地協役員などにも参加を呼びかけ、冬季研修会を
開催しました。
　朝倉市議で、「きずな」の事務局長を務められている大庭きみ子市
議より「九州北部豪雨災害から見えてきたもの」～朝倉災害母子支援
センター「きずな」を通して～と題して講演いただきました。
　また、佐賀県地域交流部国際課の宮崎副課長からは、「佐賀県豪
雨災害時での外国人への情報発信と支援」について、県施策の報告
を受けました。
　今回の研修では、佐賀豪雨で経験した災害対応施策の重要性を
踏まえ、災害弱者の視点を大切にした被
災者支援対策や同じ地域に共生する外国
人への避難誘導や情報発信と支援の方法
などをテーマに研修しました。
　会員議員をはじめ多くの質問・意見が出
され、自治体施策のあり方に活かせる研
修となりました。

△大庭 朝倉市議

△石田会長体制2期目がスタート
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　明けましておめでとうございます。2019年を表す漢字は日本漢字能力検定協会が行う
調査で1位は「令」、2位は「新」となりましたが、ある調査ではダントツで「新」と
なっています。皆さんもそれぞれ2019年への思いを表す言葉があることでしょう。また
2020春闘が始まります。新たな気持ちで頑張りましょう！今年もどうぞよろしくお願い
します。（K）

佐賀県の最低賃金額が改定されました！佐賀県の最低賃金額が改定されました！佐賀県の最低賃金額が改定されました！佐賀県の最低賃金額が改定されました！
お知らせ

最低賃金の件名 時間額 効力発生日

地域別最低賃金

特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金

一般機械器具製造業関係

電気機械器具製造業関係

陶磁器･同関連製品製造業

790円

867円

836円

791円

令和元年 10月 4 日
（改定前　762円）

令和元年 12月 29日
（改定前　847円）

令和元年 12月 22日
（改定前　816円）

令和元年 12月 7日
（改定前　763円）

なお、最低賃金には、次の賃金等は含まれません。
１．賞与など臨時の賃金
２．休日、時間外、深夜などの割増賃金
３．通勤手当（交通費）、家族手当及び精皆勤手当
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